
1. 緒　 　 言

このテンプレートは，2024年秋季講演会以降の日本船舶

海洋工学会の講演会論文作成を想定して，Typstで作成して

います． もちろん♡非公式♡のテンプレートですので，ご使用

の際は自己責任でお願いします．

2. 執筆のための環境設定

手元の PCで Typst環境を構築する必要があります．基本

的には，Typstのマニュアルを参考に構築してください． 不

安な方は，README.md に記載されている手順に従ってくだ

さい．

3. 執筆方法

3.1 基本的な執筆の流れ

2024年秋季講演会から講演論文のテンプレートが大幅に

変更されました． 具体的には，論文タイトル，著者情報，キー

ワード，要旨は講演論文投稿システムで別に作成し，本文の

みを記載したファイルを講演論文投稿システムに投稿す

ることで，システム側でマージして完成するようになりまし

た． そのため，このテンプレートは，本文情報のみを記載す

ることを想定しており，論文タイトル，著者情報，キーワー

ド，要旨は記載していません．

原稿執筆の際には，このテンプレートファイルに直接打ち

込んでいって下さい． 読点は「，」句点は「．」を使って下さい．

章は =，節は ==，小節は === で始めます． 改段落は LaTeX と同

じく改行を 2 つ以上挟みます． 数字つき箇条書きは + で，数

字なしの箇条書きは - を文頭につけて書くことができます．

例えば，数字付きの箇条書きは

1. 1番目

2. 2番目

3. 3番目

のような感じです．

例えば，数字なしの箇条書きは

• 1番目

• 2番目

• 3番目

のような感じです．

文字組等の投稿規定を満たすように作られていますので，

フォントの種類の設定や行送り，文字サイズの設定を省略す

ることができます． ちなみに，本文の文字サイズは 9pt，行

間隔は 1.00emと設定してします． その他，文法は Typst

Documentationをご参照ください．

いまだ，調整中のところも多いので，是非改善点などを

GitHubの Issueで教えてください．

3.2 図

図の入れ方は Typstのドキュメントや，このテンプレート

ファイルを参考にしてください． 図のタイトルは Fig. 1 の

ように図の下部につけてください． 図の表題（caption）は英

語で書きます． また，表題の最後にはピリオドを付けて下さ

い． また，図は原則として英語表記としてください． 日本

語もしくはその他の言語の表記が必要な場合は，英語との併

記としてください． 文字・記号等は十分に判読できる大きさ

としてください． ここで placement 属性は，自動 (auto) だけ

でなく，紙面の上 (top) に寄せるか下 (bottom) に寄せるかを

決められます．言及している文章に近い方に調整してくださ

い．また，どうしても対象の文章と図が離れてしまうのが嫌

な場合，固定 (none) を指定してください．

3.3 表

表の入れ方は Typstのドキュメントや，このテンプレート

ファイルを参考にしてください． 表は，Table 1 のように表

形式で記述します． 表題（caption）は表の上に書きます． 表

の表題（caption）は英語で書きます． また，表題の最後には

ピリオドを付けて下さい． また，表も原則として英語表記と

してください． ここで placement 属性は，自動 (auto) だけで

なく，紙面の上 (top) に寄せるか下 (bottom) に寄せるかを決

められます．また，どうしても対象の文章と表が離れてしま

うのが嫌な場合，固定 (none) を指定してください．

必要に応じて，言及している文章に近い方に調整してくだ

さい．

Fig. 1 Example of a figure.
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Table 1 Example of a table.

Margins … Left　Column Right　Column

Top … 27 mm 27 mm

Left … 16 mm 107.5 mm

Right … 100 mm 191.5 mm

Bottom … 275 mm 275 mm

3.4 数式

数式番号をつけるような中央揃えの数式は，最初の $ と閉

じの $の中に記載してください． 数式の書き方は Typstのド

キュメントを参照してください． 例えば，Eq. (1) のように記

述してください．

𝑚(�̇� − 𝑣𝑟) = −𝑚𝑥�̇� + 𝑚𝑦𝑣𝑟 + 𝑋𝐻 +𝑋𝑃 +𝑋𝑅

𝑚( ̇𝑣 + 𝑢𝑟) = −𝑚𝑦 ̇𝑣 + 𝑚𝑥𝑢𝑟 + 𝑌𝐻 + 𝑌𝑅

𝐼𝑧𝐺 ̇𝑟 = −𝐽𝑍 ̇𝑟 + 𝑁𝐻 +𝑁𝑅

(1)

また，文中に書く数式は，例えば，𝑛𝑖 = ∑𝑁
𝑖=1(𝑓(𝑟𝑖𝑗))のよ

うに記述してください．

3.5 特殊な章

謝辞と参考文献は他の章とは異なり，章番号が自動でつか

ないように設定しています．

3.6 参考文献

参考文献は このファイルの #bibliography-list に直接記

載してください． 参考文献の書き方は，このテンプレート

ファイルを参考にしてください． 参考文献は英語表記とし

てください． 英語等(フランス語，ドイツ語その他アルファ

ベットで表される言語) 以外の文献の場合，文献に英語等の

タイトルがある場合はそれを記載し，無い場合は英訳と原語

の併記としてください． 併記の場合は，改行コードである

「\」 を使ってください． 著者名：論文タイトル，掲載論文名，

巻・号番号，ページ番号，発行年を書き，最後にピリオドを付

けます． 引用の方法については後述します． 引用されてい

ない論文を参考文献に記載するのは，推奨されていません．

提出前に引用されているかを必ず確認してください．

3.7 引用

参考文献に記載したものを引用する際には この 1) ように

表示されます． 参考文献は連続して引用すると 1–3) となりま

す． 引用の際には，@ の後に参考文献のキーを記載してくだ

さい．

現時点では、Typstの Bibliograpy機能を使って、 Mendelely

や Zoteroなどの文献管理ソフトから.bibファイルをエクス

ポートして、そのファイルを利用して参考文献リストを作る

方法をスタンダートとして定義しています． ただし，日本語

英語併記には対応していません．日本語英語併記に対応する

場合は，参考文献を直接定義する方法を採用してください．

このファイルの末尾に直接定義する方法の例を記載してい

ます．

4. おわりに

論文の最後には結論を書きます． 箇条書きスタイルを使

うなどして，分かり易く，コンパクトに書いて下さい． 結論

を先に読むという読者も居ますので，分かり易く，何が研究

されて，新しく何が分かったのかなどを書きます．

最終ページの２段組の高さを揃える場合、colbreak()関数

を使って手動で調整してください．

謝　 　 辞

謝辞が必要なときは，結論の次に書きます．章番号は付け

ませんが，「謝辞」の表題はセンタリングをして下さい．

参　 考　 文　 献

1) Ichinose, Y.: Method involving shape-morphing of multiple

hull forms aimed at organizing and visualizing the propulsive

performance of optimal ship designs, Ocean Engineering, 263,

112355, 2022.

2) Ichinose, Y., Hayashi, M., Nomura, S., Moser, B., and Hiekata,

K.: Sustainable Data Centers in Southeast Asia: Offshore,

Nearshore, and Onshore Systems for Integrated Data and Power,

Sustainable Cities and Society, 81, 103867, 2022.

3) Okubo, Y., and Mitsuyuki, T.: Study of the Practical Application

of Production Planning Method Using Shipbuilding Process

Simulation, Journal of the Japan Society of Naval Architects

and Ocean Engineers, 37, 115–123, 2023.

https://typst.app/docs/reference/model/bibliography/
https://typst.app/docs/reference/model/bibliography/
https://typst.app/docs/reference/model/bibliography/
https://typst.app/docs/reference/model/bibliography/
https://typst.app/docs/reference/layout/colbreak/

	緒　　言
	執筆のための環境設定
	執筆方法
	基本的な執筆の流れ
	図
	表
	数式
	特殊な章
	参考文献
	引用

	おわりに
	謝　　辞
	参　考　文　献

